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研究成果の概要： 

本研究では，発達障害児の障害物への接触頻度の高さを実証すること，ならびにその原因を

解明することを目的として，5 つの実験を行った．その結果，発達障害児は健常児に比べて障

害物への接触頻度が高いことが実証された．また，その原因は，視覚，運動能力，平衡機能で

はなく，感覚情報を統合し，自己の身体イメージに基づいて行為の可能性を見積もる能力の低

さであることが明らかとなった． 
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１．研究開始当初の背景 
自己身体の知覚評価をするために人物描

画法や肢位模倣テストにて評価を行うこと
が多い．しかし，これらの評価では，幼児が
認識している身体部位を把握でき，また各身
体部位の形成の発達過程を明らかにするこ
とができるが，環境と自己との関係を評価す
ることはできない．また，量的・質的な客観
的評価という点では不十分である． 
軽度発達障害児は“身体運動が稚拙で感覚

機能の低下もあるため，空間で身体を上手に

操作することができない（Ayres ：1978）”．
しかし，日常生活において，例えば軽度発達
障害児が“意図的な動作”に対して，“物に
ぶつかることが多い”という研究報告は見当
たらない． 
 
２．研究の目的 
本研究では，発達障害児の障害物への接触

頻度の高さを実証すること，ならびにその原
因を解明することを目的として，5 つの実験
を行った． 
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３．研究の方法 
 実験１では，くぐり動作課題を用いて接触
回避の検証実験，実験２では，人物描画と肢
位模倣検査を用いて，従来のリハビリテーシ
ョン評価から得られる身体イメージの評価，
実験３では，発達障害児と健常児の 6 種目の
粗大運動能力の比較，実験４では，発達障害
児と健常児の重心動揺の比較，実験５では，
発達障害児と健常児のバーの高さの視覚弁
別課題と身体を接触させずにくぐり抜ける
という行為の可能性を見積もる能力の比較
を行った． 
 
実験参加者 
発達障害児 9 名（男児 6 名，女児 3 名）と健
常児 9 名（男児 3 名，女児 6 名）であり，全
ての実験で同一とした．発達障害児は
AD/HD が 2 名，ASP が 7 名であり，精神発
達遅滞を伴わず，かつ実験課題に理解のある
者とした．   
各群の実験参加者の年齢は 6 歳前半が 2 名，
5 歳後半が 7 名であった．また，身長・体重
を比較した結果，発達障害児と健常児に有意
差は見られなかったことから，各群に体格差
はないと言える．また，平成 19 年度の日本
文部科学省学校保健統計調査結果と比較し
て身長・体重ともに同等であったことから実
験参加者は全国平均の体格と言える． 
 
４．研究成果 
第 1 実験 
目的 

①発達障害児の障害物への接触頻度を調
べることを目的とした． 

②接触頻度と注意の関係について調べる
ことを目的とした． 

③接触する障害物の高さ，身体部位を調べ
ることを目的とした． 

方法 
スタート位置から 7 種類の遊具を自由に移

動させ，さらには 6 つのバーをくぐらせる課
題を 1 往復させた． 
何も教示を与えないで行わせる条件（以下，

教示なし条件），ぶつからないようにバーを
くぐることを教示して行わせる条件（以下，
非接触教示条件），ぶつからないようにバー
をくぐり，ゴールに早く帰ってくることを教
示して行わせる条件（以下，非接触＋早く教
示条件）の 3 条件であった． 
 接触回数について群（2）×条件（3）の 2
要因分散分析を行った．また，接触したバー
の高さ，身体部位にはﾏﾝﾎｲｯﾄﾆｰの U 検定を行
った． 
結果 
①障害物への接触頻度について 
群の主効果（F（1，16）＝6.99，p<.05）

に有意差が認められ，発達障害児の接触回数

が健常児に比べて多かった．なお，教示の主
効果ならびに群と条件の交互作用に有意な
差は見られなかった． 
②接触した障害物の高さ 
すべての高さのバーにおいて発達障害児

と健常児の間に有意差は見られなかった． 
③接触した身体部位            
腰部において発達障害児と健常児の間に

有意差が認められ（U＝15.00，p<.05），発達
障害児の接触回数が健常児に比べて多かっ
た．その他の身体部位では有意差は見られな
かった． 
考察 
発達障害児は，くぐり動作において障害物

への接触頻度が高いものの，非接触の教示を
与えても発達障害児は接触頻度が高いこと
から，接触頻度が高いことと注意との関係は
低いことが示された．また，視覚ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ
を利用しにくい腰部への接触頻度の高いこ
とが示された． 
 

第 2 実験 
目的 
発達障害児の粗大運動能力を調べること

を目的とした． 
方法 
粗大運動能力のテストである幼児運動能

力検査法（杉原，1992）に従い，課題は敏捷
性を評価する 25m 走，立ち幅跳び，協調性
を評価するボール投げ，連続跳び越し，捕球，
持久力を評価する身体支持持続時間の 6 種目
の運動能力テストを行った． 
全参加者の各運動種目の実測値を，各運動

種目の男女年齢別の全国平均値と全国標準
偏差を基に T 得点に換算し，6 運動種目のそ
れぞれにおける各群のT得点の平均値につい
て，対応のない t 検定を行い，発達障害児と
健常児の群間比較を行った． 
結果 
 すべての運動種目において，発達障害児と
健常児の間に有意差は見られなかった． 
 
 

図2-1 各教示条件における発達障害児と健常児の
総接触回数の平均値と標準偏差
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考察 
 発達障害児の粗大運動の力は健常児と同
等であるにもかかわらず，発達障害児は障害
物に接触する頻度が高いことから，発達障害
児が障害物に接触する頻度が高いことと粗
大運動能力との関係は低いことが示された． 
 
第 3 実験 
目的 
 発達障害児の姿勢制御能力を反映する平
衡機能の特徴を明らかにすることを目的と
した． 
方法 

開眼と閉眼の 2 条件について，30 秒間の閉
脚立位時の重心動揺を測定した．開眼時には
2m 前方の星印を注視させた．重心動揺計測
機器（Winpod）は 100Hz で測定した． 

測定項目は，総軌跡長（LNG），外周面積
（EA），重心動揺実効値（RMS），単位軌跡
長（L/T），単位面積軌跡長（L/EA），外周面
積における閉眼/開眼動揺比（ﾛﾝﾍﾞﾙｸﾞ率）の
全 6 項目とした． 
統計解析は，LNG， EA，RMS，L/T，L/EA

について群（2）×条件（2）の 2 要因分散分
析を行った．ﾛﾝﾍﾞﾙｸﾞ率についは，対応のな
い t 検定を行い，発達障害児と健常児の群間
比較を行った． 
結果 
 各測定項目の結果と検定結果を上表に示
す． 
 
考察 
 開眼条件では，発達障害児は支持基底面の
一定範囲内で動揺しており，感覚情報の統合
ができていないため，微細な動揺が生じてい
ることが示された．また，閉眼条件では，発
達障害児は動揺範囲が大きく不安定である
が，体性感覚・前庭感覚機能を示す項目には
健常児と差が見られないことから，発達障害
児は視覚以外の体性感覚や前庭感覚が利用
できていない状態であり，視覚依存性の姿勢
制御が行われていることが示唆された． 
 
 

 
第 4 実験 
目的 
従来の発達障害児の身体イメージ評価を

用いて，くぐり動作における障害物回避能力
を予測することができるかどうかを調べる
ことを目的とした． 
方法 
ｸﾞｯﾄﾞｲﾅﾌ人物描画検査と南ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ感覚統

合検査項目の肢位模倣検査を用いた． 
人物描画と肢位模倣について，対応のない

t 検定を行い，発達障害児と健常児の群間比
較を行った． 
結果 
人物描画得点は，発達障害児と健常児の間

に有意差は見られなかった．肢位模倣得点は，
発達障害児は健常児と比較して有意な低値
を示した（t（16）＝2.25，p<.05）． 
考察 
本実験において，発達障害児は健常児と同

等に人物描画が可能であったが，肢位模倣は
困難であった．そのため，人物描画検査や肢
位模倣検査は身体イメージの正確性も反映
する可能性もあるが，知覚や運動の要素が影
響を与えるため，身体イメージの評価法とし
ては不十分であり，くぐり動作における障害
物接触回避能力を予測することは困難であ
ることが示唆された． 
 
第 5 実験 
目的 
 くぐり動作における障害物回避能力をよ
り直接的に評価するために，障害物の接触回
避を見積もる能力を調べることを目的とし
た． 
方法 

7m 離れた位置からバーの高さを観察させ，
高さの異なる 2つのバーの高い方を指差し回
答させる視覚弁別課題と，かがみ込むことな
しに通り抜けることができるあるいはでき
ないということを回答させる見積もり課題
を行った． 
視覚弁別課題と見積もり課題のそれぞれ

の正答数について，対応のない t 検定を行い，
発達障害児と健常児の群間比較を行った． 

発達
障害児

健常児

ロンベルグ率

(%)

L/EA
（1/cm）

L/T
（cm/ｓ）

RMS
（cm2）

EA
(cm2)

LNG
（cm）

231.8±108.11.3±0.51.7±0.649.8±30.527.8±6.712.0±7.75.6±3.1125.6±76.658.7±32.9149.3±91.583.4±20.0

134.5±47.91.6±0.31.6±0.524.7±10.118.9±5.55.1±2.24.5±2.549.6±24.840.8±22.874.0±30.356.9±16.6

閉眼開眼閉眼開眼閉眼開眼閉眼開眼閉眼開眼

発達障害児と健常児の群間比較を示す ： ＃p<.05，＃p<.01

開眼条件と閉眼条件の条件比較を示す ： ＊＊ p<.01

＃＃ ＃
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結果 
 視覚弁別課題の正答数は，発達障害児と健
常児の間で有意差は見られなかった．見積も
り課題の正答数は，発達障害児は健常児と比
較して有意な低値を示した（t（16）＝2.37，
p<．05）．また，見積もり課題の内容を検討
した結果，発達障害児の不正解は，20 回中
10 回(不正解の 50％)が身長よりも低いバー
をかがみ込むことなしに通り抜けることが
できると回答した．  
考察 
 発達障害児の 2本のバーの高さを弁別する
能力に問題は見られなかったことから，高さ
の認識の理解・判断は可能であるが示された．
しかし，身体イメージに基づいて障害物の高
さを見積もることができず，実際にはかがみ
込まなければ通り抜けることができないバ
ーであっても，かがみ込まなくても通り抜け
ることができると見積もるために，バーに接
触してしまうのではないかと考えられた． 
 
 
各実験成果のまとめ 

くぐり動作において，発達障害児は健常児
と比較して接触頻度が高いことが明らかと
なった（第 2 章）．そして，くぐり動作時の
障害物に接触する要因を調べた結果，発達障
害児の接触頻度が高いことと注意や粗大運
動能力とは関係は低いことが示された（第
2・3 章）．しかし，発達障害児は感覚情報の
統合が発達遅延の状態であり，視覚に依存し
た姿勢制御であることが示された（第 4章）．
また，見積もり課題では，身長より低いバー
に対して通り抜けることができると誤答し
ていることが多く，身体イメージに基づいて
くぐり動作の接触回避を見積もることが困
難であることが示された（6 章）． 
 
障害物に接触する原因 

4～6 歳の幼児期には感覚情報が統合され，
姿勢制御が視覚から体性感覚に移行する
（Shumway-cook,2001）．そして，感覚情報

の統合によって身体イメージが形成され（森
岡,2008），身体イメージに基づいて接触回避
を 実 行 す る こ と が 報 告 さ れ て い る
（Stiles,1977;Iriki,1996;Higuchi,2006）．発
達障害児の注意や粗大運動能力は健常児と
比較して劣っていなかったが，視覚依存性の
姿勢制御であり，身体イメージに基づくくぐ
り動作の見積もりが困難であった．したがっ
て，発達障害児は体性感覚や前庭感覚機能が
有効に利用できていない状態であるために
身体イメージが形成されず，身長より低いバ
ーに対してかがみ込むことなしに通り抜け
ることができるなど見積もりを誤答したの
ではないかと考えられた（下図）．それゆえ，
これらの問題を持つ発達障害児は，くぐり動
作時に障害物に接触する頻度が高くなるこ
とが示唆された． 
これらの発達障害児に対して，視覚，体性

感覚，前庭感覚を制御する中枢神経機能によ
って各種感覚情報を有効に利用できるよう
に働きかけ，身体イメージの発達を促す運動
経験が重要であると考える． 
 
 
今後の展望 
・発達障害児の障害物への接触回避の方略に

関して，動作分析を用いて調べる． 
 ⇒くぐり動作における接触回避の身体運

動の順序性やタイミングなど 
・発達障害児の接触回避に対して，評価結果

に基づいて運動療法を検討する． 
 ⇒くぐり動作による接触回避に対する運
動療法を検討 

・発達障害児の障害物への注意持続性を検討 
 ⇒視線解析と運動の関係性について 
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